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　新名神高速道路は西日本と東日本を結び、日本の産業・文化・社会経済活動を大きく支え、更には国際競争力のある広域的な地域経済圏を構築する新たな国土軸である。
　また、東日本大震災を受け、高速道路のダブルネットワークの必要性が再認識されたところであり、国土のリダンダンシーの確保を図るためミッシングリンクである新名神高速道路の早期全線整備を強く求めます。
一、「着工見送り区間」とされている「大津～城陽」、
「八幡～高槻」間について早期に着工判断すること。
一、事業中である「四日市～亀山」、「城陽～八幡」、
「高槻～神戸」間について、整備促進を図ること。
一、亀山西JCTのフルジャンクション化について、
事業中区間に合わせた完成を図ること。
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